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米
先
物
取
引
の
誘
導
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
三
月
、
東
京
穀
物
商
品
取
引
所
及
び
関
西
商
品
取
引
所
は
農
林
水
産
省
に
対
し
、
米
先
物
取
引
の
試
験
場
の
認
可
申
請

を
行
い
、
鹿
野
農
林
水
産
大
臣
は
今
月
一
日
、
認
可
す
る
と
正
式
に
発
表
し
た
。
こ
の
問
題
は
最
初
に
結
論
あ
り
き
で
あ
り
、

十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
ぬ
ま
ま
認
可
さ
れ
る
と
、
ま
さ
に
国
民
や
国
会
不
在
の
議
論
に
な
り
か
ね
な
い
。
民
主
党
政
権
が
昨
年

行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
の
帰
趨
の
鍵
と
な
る
農
村
票
獲
得
に
向
け
て
の
選
挙
対
策
と
し
て
導
入
し
た
戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、

食
糧
法
の
下
、
需
給
と
価
格
の
安
定
を
図
る
た
め
、
生
産
調
整
の
基
本
で
あ
る
生
産
数
量
目
標
の
達
成
を
要
件
と
し
て
お
り
、

ま
た
制
度
自
ら
米
価
格
を
低
下
さ
せ
、
そ
の
恐
怖
感
か
ら
仕
方
な
く
加
入
率
が
増
加
し
て
い
る
。
無
理
に
先
物
取
引
に
よ
っ

て
、
ば
ら
撒
き
政
策
で
あ
る
戸
別
所
得
補
償
と
連
動
し
た
価
格
ヘ
ッ
ジ
を
可
能
と
す
る
理
由
は
な
く
、
現
行
の
米
政
策
と
矛
盾

す
る
も
の
で
あ
る
。

農
林
水
産
省
の
見
解
は
、
現
物
渡
し
の
割
合
が
一
割
以
下
と
し
、
投
機
家
に
よ
っ
て
先
物
価
格
が
米
価
格
の
指
標
に
さ
れ
る

と
い
う
が
、
日
本
国
民
の
主
食
で
あ
る
米
を
、
米
価
格
の
乱
高
下
を
招
く
と
も
限
ら
な
い
賭
博
性
の
高
い
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
の
対

象
と
す
る
こ
と
自
体
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
生
産
現
場
が
大
混
乱
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
生
産
者
に
及
ぼ
す
影
響
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
時
恰
も
米
の
主
産
地
が
復
旧
復
興
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で
あ
り
、
感
情
を

一



逆
な
で
す
る
が
如
き
背
徳
行
為
は
到
底
許
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

国
が
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
は
商
品
先
物
取
引
法
で
は
な
く
食
糧
法
で
あ
り
、
生
産
調
整
を
機
軸
と
し
て
米
の
需
給
と
価

格
の
安
定
を
図
り
、
麦
や
大
豆
、
米
粉
・
飼
料
用
米
、
飼
料
作
物
な
ど
の
生
産
拡
大
の
た
め
の
総
合
的
な
農
業
政
策
を
支
援

し
、
様
々
な
視
点
か
ら
日
本
に
お
け
る
農
業
の
未
来
図
を
明
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

現
行
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
食
糧
法
の
下
、
需
給
と
価
格
の
安
定
を
図
る
た
め
、
生
産
調
整
の
基
本
で
あ
る
生
産
数

量
目
標
の
達
成
を
要
件
と
し
て
お
り
、
ま
た
制
度
自
ら
米
価
格
を
低
下
さ
せ
、
そ
の
恐
怖
感
か
ら
仕
方
な
く
加
入
率
が
増
加

し
て
い
る
。
無
理
に
先
物
取
引
に
よ
っ
て
、
ば
ら
撒
き
政
策
で
あ
る
戸
別
所
得
補
償
と
連
動
し
た
価
格
ヘ
ッ
ジ
を
可
能
と
す

る
理
由
は
な
く
、
現
行
の
米
政
策
と
矛
盾
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
現
行
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
お
け
る
米
価
変
動
補
填
交
付
金
は
、
産
地
銘
柄
や
販
売
方
法
が
違
っ
て
も

全
国
一
律
の
交
付
の
た
め
、
所
得
ヘ
ッ
ジ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
先
物
取
引
に
よ
る
価
格
ヘ
ッ
ジ
を
二
重
に
実
施
す
る

こ
と
は
制
度
上
矛
盾
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

農
林
水
産
省
は
、
米
取
引
の
客
観
的
な
指
標
価
格
が
存
在
し
な
い
中
で
、
先
物
市
場
は
生
産
者
に
取
引
の
目
安
と
な
る
価

二



格
を
提
供
す
る
と
し
て
い
る
。
現
物
渡
し
の
割
合
が
一
割
以
下
と
し
、
投
機
家
に
よ
っ
て
先
物
価
格
が
米
価
格
の
指
標
に
さ

れ
、
日
本
国
民
の
主
食
で
あ
る
米
を
、
米
価
格
の
乱
高
下
を
招
く
と
も
限
ら
な
い
賭
博
性
の
高
い
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
の
対
象
と

す
る
こ
と
自
体
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
生
産
現
場
が
大
混
乱
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
生
産
者
に
及
ぼ
す
影
響
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

民
主
、
公
明
、
我
が
党
三
党
が
本
年
四
月
末
ま
と
め
た
合
意
文
書
は
、
「
復
興
の
た
め
の
国
債
は
従
来
の
国
債
と
区
別

し
、
そ
の
消
化
や
償
還
を
担
保
す
る
」
と
明
記
し
て
い
る
。
然
る
に
米
先
物
取
引
に
つ
い
て
は
、
時
恰
も
米
の
主
産
地
が
復

旧
復
興
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で
あ
り
、
ば
ら
撒
き
政
策
と
連
動
し
た
価
格
ヘ
ッ
ジ
を
可
能
と
す
る
こ
と
は
筋
違

い
で
あ
る
。
感
情
を
逆
な
で
す
る
が
如
き
背
徳
行
為
は
到
底
許
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解

如
何
。

五

一
〜
四
に
関
連
し
、
米
先
物
取
引
の
問
題
は
最
初
に
結
論
あ
り
き
で
あ
り
、
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
ぬ
ま
ま
認
可
さ
れ
る

と
、
ま
さ
に
国
民
や
国
会
不
在
の
議
論
に
な
り
か
ね
な
い
。
反
対
を
表
明
し
て
い
る
生
産
者
の
意
見
を
尊
重
し
、
そ
の
必
要

性
と
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
十
分
見
極
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

国
が
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
は
商
品
先
物
取
引
法
で
は
な
く
食
糧
法
で
あ
り
、
生
産
調
整
を
機
軸
と
し
て
米
の
需
給
と

三



価
格
の
安
定
を
図
り
、
麦
や
大
豆
、
米
粉
・
飼
料
用
米
、
飼
料
作
物
な
ど
の
生
産
拡
大
の
た
め
の
総
合
的
な
農
業
政
策
を
支

援
し
、
様
々
な
視
点
か
ら
日
本
に
お
け
る
農
業
の
未
来
図
を
明
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の

見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


